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思いを胸に、力強く最後まで戦いぬく姿を 
卒業おめでとうございます。卒業生のみなさんは、

いつも表情が豊かで、言葉遣いがさわやかでした。み

なさんのアイデア豊かな独創力、そして何でも楽しみ

に変えていくバイタリテイの力で、創立７０周年行事

として開催した体育祭や合唱コンクールも大いに盛

り上がりました。体育祭では両軍団長のリーダーシッ

プの下、生徒数が２倍にも３倍にも感じられるほど、

全員が様々な競技や応援に真剣に取り組みました。ま

た、合唱コンクールでは、最後に会場全員で「ふるさ

と」を歌いました。地域のみなさんや保護者の方々と

中学生とが一緒に声をそろえて歌えた場面は、７０周年にふさわしい瞬

間でした。この素晴らしい企画も、卒業生のみなさんによる発案でした。 

２月の平昌オリンピックでは、日本代表選手が大活躍した様々な場面

が心に残りました。女子スキージャンプノーマルヒルの伊藤有希選手が、

チームメイトの高梨沙羅選手が銅メダルを獲得した瞬間に、高梨選手に

抱きつき、「おめでとう」と声をかけた場面がありました。伊藤選手は高

梨選手よりも２歳年上。自分がメダルに届かなかった悔しさを表すこと

なく、後輩の高梨選手の４年間の苦労が報われたことを、本人よりも喜

ぶ姿がありました。スピードスケート５００ｍで金メダルを獲得した小平奈緒選手の活躍も感動

を呼びました。小平選手は、オリンピック終了後に大会を終えての感想を求められ、次のように答

えています。 

「たくさんのメダルを獲得できたのですが、それ以上に一番重要なことは、出場選手みんながそ

れぞれの舞台で、それぞれの思いを胸に、力強く最後まで戦い抜く姿を見せたことです」。 

 伊藤選手の姿には、相手を讃え、相手を思いやる心がありました。小平選手の言葉には、周囲の

賞賛がメダリストの活躍にばかり向きそうな中でも、結果ではなくて、その努力の過程にこそ最大

の価値があると伝えたいという気持ちが感じられました。３年後の２０２０年夏に、東京オリンピ

ックが開催されます。その頃には、みなさんは、今の姿とは比べものにならないくらいもっと大き

く成長していることでしょう。今後、さらに大きな成長を遂げるためにも、オリンピックで活躍し

た選手たちのように、これからの毎日で次の３つのことを心掛けてください。 

一、具体的な目標を設定してください。 

二、その目標の実現に向けて、小さな一歩ずつでも、絶えず努力を続けてください。 

三、周囲の人に支えられていることを忘れず、感謝の心をもち続けてください。 

 みなさんが将来社会人となり、自分の力を１２０％発揮できるような大舞台に立ったときには、

オリンピックの金メダリストのような活躍を目指してほしいですし、小平選手の言葉のように、そ

れぞれの思いを胸に、力強く最後まで努力し続ける姿を示してください。 

 卒業生のみなさんの晴れの門出にあたり、校歌に謳われていることばを借りて、次の言葉を送り

ます。「第７１回卒業生のみなさんの将来に栄光あれ。」 

平成３０年３月９日 新発田市立佐々木中学校長  

 （卒業式「学校長式辞」から抜粋して掲載しました） 
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送辞                 在校生代表 ２年 F 

厳しい寒さの冬も終わり、春の暖かさが感じられます。

卒業生のみなさんは今、かけがえのない思い出がたくさ

ん浮かび、新たな生活への希望で胸がいっぱいのことで

しょう。 

私たち在校生も卒業生との思い出の中では、みなさん

はいつもリーダーシップを発揮し、全校の手本として私

たちを導いてくれました。中でも特に思い出すのは、全

校で一丸となって取り組んだ体育祭です。一番大きな声

で、一番すばやく練習する姿はとても頼りになりました。

そして、暑い中での練習のときには、私たちの体調を気

遣ってくれる優しく思いやりにあふれる先輩でした。 

また、合唱コンクールの全校合唱の際には、私たちの練習の進捗状況をいつも確かめてくれまし

た。常に意見を出し合って、最高の合唱を目指す姿はとても素晴らしいものでした。本番では、全

校の一体感が生まれ、大迫力の合唱をすることができました。 

みなさんが卒業してしまうのはとても悲しいです。佐々木中学校から、そして私たちからとても

大きなものがなくなってしまうような気がしてさみしいです。卒業生のみなさんから教えていた

だいたこと、受け継いだ伝統を新しく入学する１年生につないでいけるように、みなさんのたくま

しく、優しい姿を手本にして進んでいきます。 

卒業生のみなさんのこれから歩む道が、光り輝くものとなるように、在校生一同、心からお祈り

しております。 （一部を抜粋して紹介しました。） 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

 

 

 

私たちを導いてくれた卒業生のみなさんへ 



 

 

答辞    卒業生代表  I 

厳しい寒さに見舞われた冬も終わりを告げ、

春の気配が漂い始めました。私たち１７名は

佐々木中学校を卒業します。振り返ると、仲間

と共に過ごした日々、たくさんの思い出が昨日

のことのようによみがえってきます。 

 三年前の入学式。何もかもが初めてで新鮮で

した。特に印象に残っているのが、集団行動

「巴」です。全校生徒で一つのものを創りあげ

るというのは、初めての経験でしたが、今まで

受け継がれてきた佐中の伝統をこれからも残

していくため、先輩方を目指してがんばりまし

た。そして、日体大との交流をきっかけに取り組み始めた「巴」進化バージョン。全員が心を合わ

せ、佐々木中に新たな歴史を刻むことができました。部活動では、毎日顔を合わせる仲間と競い合

い、励まし合い、共に成長することができました。よい成績を出すために努力することはもちろん、

人として大切なこと、感謝の気持ちを教えてもらいました。 

 最高学年となった今年度は、「最後」という言葉がついてくることが多かったです。体育祭当日

は、声が枯れるほど応援し、涙あり、笑顔ありの本当に充実した一日になりました。合唱コンクー

ルで歌った「虹」も忘れられません。笑顔を忘れずに、真剣に合唱練習に取り組みました。聴いて

いる人の心に私たちの３年間の思いを届けられるようにがんばりました。また、３年生の保護者の

方々が、私たちのために歌ってくださった「３６５日の紙飛行機」もとても嬉しかったです。 

 今ここにいる仲間と出会って９年。そばにいることが当たり前だと思っていた友達。私たちはこ

んなにも大切な宝物をいつの間にか見つけていました。だからこそ、今日という日までがんばって

こられたのだと思います。一緒に泣いたり、笑ったりするのも今日が最後だと思うと、とてもさみ

しいです。 

 今日を境に別々の道を歩き出しますが、私たちはずっと友達です。今まで本当にありがとう。 

 在校生のみなさん、進級すると、これまでとは違って戸惑うこともあるかもしれませんが、一人

で悩まず相談することを忘れないでください。周りには、親身になって聞いてくれる友達や先輩、

先生、家族がいるはずです。 

 私たちは今日、佐々木中学校をあなたたちに託します。今よりももっとすてきな学校を創ってい

ってください。 

 お父さん、お母さん、今日まで

たくさんの愛を注いで、育ててく

れてありがとうございました。こ

れからもどうぞよろしくお願い

します。 

 私たちは、佐々木中学校の生徒

であったことを誇りに思い、新し

い世界へ羽ばたきます。最後にな

りましたが、母校佐々木中学校の

ますますのご発展をお祈り申し

上げ、答辞といたします。 

（一部を抜粋して紹介しました。） 

優しさと厳しさで支えていただいた３年間への感謝 



 

 

１年  IN  卒業式を終えて、「もう３年生は卒業してしまうのか」と思いました。これからは

２年生として新１年生を引っ張りたいです。卒業生は、とても明るくて元気で、いつも全校を引っ

張ってくれるリーダーでした。尊敬できる先輩で、自分から積極的に行動している先輩方のように

なりたいと思いました。校内を歩いているときに話しかけてくれたり、同じ清掃班になったときに、

どう行動した方がいいかを教えてくれました。これからは、新入生にちゃんと佐々木中学校のこと

を教えて、すぐに中学校生活に慣れてほしいです。 

１年  YH 卒業式前の在校生合唱練習中に S先生に指摘された

ことを少しずつ練習を重ねて直してきました。本番ではもうこれ

以上声が出ないというくらいに歌い、在校生全員の思いを卒業生

に伝えられたかなと思います。式典では、Mさんと一緒に指揮台

を出し入れする係でした。練習中も本番でも、Mさんと息を合わ

せて動くことができたのでよかったと思います。（でも、本番はか

なり手が震えてしまいました） 

１年  WR 卒業式前日の会場準備では、私たち１年生女子は会

場のパイプイスや花や暖房器の設置をしました。イスを並べると

きは、昨年の写真を見て、みんなで真剣にイスを並べました。私も、保護者の方たちに３年生の姿

がよく見えるように、入念にイスを並べました。よく出来たのでうれしかったです。花の並べ方も

会場の雰囲気を盛り上げるために欠かせない大事なことです。私はあまりセンスがないので、他の

人たちが真剣に考えていました。会場づくりという大事な仕事を引き受けた１年生でしたが、よい

感じに会場を整えることができました。卒業生のみなさんを気持ちよく送りだすことができたと思

います。 

２年 NA  生徒会として、階段に写真やメッセージの貼り付けをしました。卒業式当日の朝、階

段に貼った写真がはがれかけていて直すのに時間がかかりましたが、卒業生がそれを見て、喜んで

くれていてがんばってよかったと思いました。卒業生代表として「答辞」を述べた清華さんの「こ

れからの佐中をあなたたちに託します」という言葉で、来年３年生になる私は、強く責任を感じま

した。 

２年 IT  卒業式準備では、３年生の教室の装飾を担当しました。黒板の装飾にはとても時間が

かかりましたが、５・６人の人が手伝いに来てくれたおかげで、とてもよい装飾をすることができ

たと思います。今年が、卒業生を送る側として最後の卒業式だったので、準備をがんばって、卒業

生を見送ることができてよかった。来年は去る側だから、今の１

年生や入学してくる新１年生に、精一杯送ってあげたいと思われ

るように、これからがんばっていきたいです。 

２年 TR  卒業式が終わってしまったら、なぜか空気が重くな

ったように感じられました。それは、３年生の先輩が卒業してし

まったという不安、そして、これから自分たち２年生が最高学年

になるという責任感が大きく影響したからです。ですが、不安な

気持ちばかりで最上級生になったら、来年度の１・２年生を引っ

張っていけないので、しっかりとした責任感をもちつづけて生活したいです。 

２年 SY 今年の卒業式では、僕たちは２年生なので、去年の卒業式よりも何かしないと、という

責任感がありました。それで、在校生による合唱「さよならは言わないで」を大きな声で歌って、

卒業生が安心して卒業できるようにしようと思いました。３年生も笑顔で卒業してくれてとてもよ

い卒業式になったと思います。後片付けでも、自分から進んで掃除やイスの片付けができたので、

１年生の頃よりも成長できたと感じました。 

卒業式を終えて   後輩たちの思い 



 

 

 卒業式を数日後に控えた３月９日

（月）に、今年度の体育的活動や文

化的活動で顕著な功績を挙げた生

徒、ならびに、毎年度春に実施して

いる体力テストで新記録を樹立した

生徒に、佐々木中学校体育文化後援

会渡邉会長と阿部副会長から「体育

奨励賞」・「文化奨励賞」のメダルが

授与されました。 

 今年度の陸上競技部では男子３名が県大会に出場し、女子リレーは通信陸上県大会で５位入賞と

いう素晴らしい結果を

残しました。また、柔道

部と剣道部では２年生

が県大会個人戦に出場

し、来年度のさらなる活

躍が大いに期待されま

す。 

 文化的活動でも、県ジ

ュニア美術展で２名が

奨励賞を受け、そして、

県書き初め大会や県競

書大会では２名が準特

選を獲得しました。特

に、新潟日報ジュニア文

芸で「年間大賞」を、在

校生が２年連続で受賞

するという大きな嬉しい知らせもありました。 

 メダルを授与された生徒の表情には達成感が見え、加えて、自分の取り組んできた体育的・文化

的活動での成果を誇らしく思う気持ちが感じられました。 

 授与式の最後には、県陸上大会で 200ｍ７位に入賞した Sさん（本年度卒業生）から「メダルを

いただいたことを誇りとし、高校に進学しても、練習に励み、インターハイで活躍する選手に成長

していきたいです。応援ありがとうございました。」と、お礼の言葉がありました。（詳細は、先日

地区内で回覧された「体育文化後援会だより」でもお知らせしました。） 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

体育文化後援会から「メダル」が授与されました 

学習にがんばっています。  英語検定で２級に合格しました。 

17名の生徒がメダルを授与されました。 

「英検２級」合格体験談  １年 NT 

 どの科目の勉強でも、その科目に興味をもち、好きに

なることが大事だと思います。僕は英語の学習が大好き

です。自分の英語力を高めるために、時々英語のニュー

スを聞いたり、外国の映画を字幕の助けを借りずに観た

りしています。これからももっと学力を高めていけるよ

うに、しっかり勉強したいです。 
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卒業式目前の３月２日（金）に生徒朝会が行われました。新生徒会長を中心とする新生徒会の最

初の生徒朝会でした。S 生徒会長をはじめ、２年生の専門委員長一人一人が緊張感いっぱいでした

が、とても立派なあいさつができていました。新生徒会のやる気を感じ、３年生もきっと安心する

ことができたにちがいありません。 

S 新生徒会長の話 

卒業式が近づいてきました。練習にも集中

して取り組みましょう。また、集団行動「巴」

の引継ぎも行われます。先日、１・２年生の

巴を見てもらった後で３年生に言われたア

ドバイスを意識して、引継ぎ本番ではしっか

り演技しましょう。 
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第１５回斎藤茂吉ジュニア短歌コンクールで４編が賞をいただきました 

新生徒会による初めての「生徒朝会」 

新専門委員長が活動予定を伝えています。話を聞く生徒の姿勢も立派 



 

 

平成 29年末をもって、佐々木中学校から異動（退職・転出）となる先生方がおられます。 

生徒のみなさんや保護者・地域の皆さまから、温かなご支援、ご指導をいただきました。心より

感謝申し上げます。離任を前に、異動する教職員から「お別れのあいさつ」をいただきました。 

異動する教職員 勤務年数  異動先 など 

I 主査 ３年  

S 教諭 ３年  

T 教諭 ３年  

K 養護教諭 ３年  

I 非常勤講師 １年  

O 補助教員 ９年  

事務主査 I 先生 

 佐々木中学校を最後に退職することとなりました。かわいい生徒たちと温かい地域の皆さま、そ

して愛情をもって生徒を指導する教職員の仲間に支えられた毎日でした。本当にお世話になりまし

た。ありがとうございました。特に今年度は、創立７０周年記念という節目の一年にふさわしい、

すばらしい体育祭、合唱コンクー

ル、卒業式でした。各行事のたび

に、全力で取り組む生徒の姿から

たくさんの感動をいただきまし

た。佐々木中学校で勤務した３年

間は、笑顔がすてきで元気なあい

さつが身に付いている生徒たちに

囲まれ、生徒と一緒に大好きな植

物を植え、育てることができ、毎日

出勤するのが楽しみでした。１１月に行った全校花植えボランテイア活動の後に、生徒のみなさん

が一緒になって私の還暦の祝いをしていただいたことは、一生忘れられない思い出です。退職前最

後の３年間を佐々木中学校で勤務できたことに心より感謝しております。これからの佐々木中学校

のますますの活躍をお祈りいたします。 

教諭・１学年主任  S 先生 

佐々木中学校には３年間お世話になりました。貴重な経験をたくさんさせていただきました。特

に今年度は、合唱コンクールで地域の皆さんと一緒に「ふるさと」を歌ったり、１学年の地域活性

化プロジェクト「佐々木 PR大作戦」を行ったりするなど、地域にかかわる新しい活動にチャレン

ジすることができました。様々な取組で、地域の皆さんからも快くご協力をいただき、たいへん感

謝しております。４月からも、佐々木中で学んだことやチャレンジする気持ちを忘れずに頑張って

いくつもりです。生徒のみなさんも、どんどん新しいことにチャレンジして、自分の可能性を伸ば

していってください。そして、今以上に笑顔あふれる佐々木中を築いていってください。保護者の

皆さん、地域の皆さん、そして佐中生のますますのご健勝とご活躍をお祈りいたしております。今

までありがとうございました。 

教諭・教務主任 T 先生 

３年間お世話になりました。まっすぐな考えをもち、何事にもひたむきに取り組む生徒、様々な

場面で快く協力していただいた保護者の皆さまに支えられ、とても有意義な日々を過ごすことがで

きました。３年前に佐々木中に着任した時には、いくつもの驚きがありました。普段明るくにこや

かな生徒たちが、全校朝会などの集会時には、団長の号令に合わせてきびきびと、そしてはつらつ

平成 29年度末で退職・転出する先生方からお別れのことば 



と動く姿を見せてくれました。その姿に心を洗われ、感動したことをはっきり覚えています。佐中

生のすばらしさの原点には、「当たり前」の水準の高さがあります。例えば、そうじにきちんと取

り組む、授業を真剣に受けることがちゃんとできます。佐々木中学校には、全校生徒が一つになっ

て、先輩から代々受け継がれてきている水準の高さを守っていこうという意志が満ちあふれていま

す。その雰囲気がすばらしいのです。これからも、よき伝統を受け継ぎ、「佐々木中学校はすばら

しい学校です」と自信と誇りをもって言えるような、そんな学校を築いていってほしと心から願っ

ています。これからの佐中生の成長と佐々木中学校の発展を、本当に楽しみにしています。 

養護教諭 K 先生 

 佐々木中学校に着任後に初めて「巴」を見たときに、鳥肌が立つほど感動したことを昨日のこと

のように思い出します。下級生に伝統を伝えていく上級生の姿は素晴らしく、また、それに真っ直

ぐ真剣に応える下級生の姿も素晴らしいと感じています。３年間、佐中生が輝く姿をたくさん見せ

ていただき、たくさんのことを学ばせてもらいました。教員生活のなかで初めての中学校勤務が、

佐々木中学校だったことは、私にとって幸せなことでした。保護者の皆さん、地域の皆さんにも大

変お世話になりました。佐々木中学校のますますのご発展をお祈りしています。ありがとうござい

ました。 

技術科非常勤講師  I 先生 

 今年度１年間、技術科を担当させていただきました。生徒のみなさんは、授業ではいつも私の指

示を正しく理解してくれ、進んで発展的な内容に挑戦してくれました。どの学年の生徒も、自ら安

全管理をしっかりと行っていたので、ケガがとても少なかったです。自己管理の意識がとても高い

ことに感心していました。授業以外のところでも、昼休みに、生徒のみなさんと一緒に体育館で遊

んだことはよい思い出です。ボールをぶつけられたり、ぶつけたりした時間はとても楽しかったで

す。そんな時、私は、授業では見えない生徒のみなさんの別の魅力的な面を知ることができて、と

ても嬉しかったです。わずか１年間の勤務でしたが、私自身も心地よく過ごさせていただくことが

できました。佐々木中学校の生徒のみなさんだけでなく、保護者の皆さま、地域の皆さまにも大変

お世話になりました。新天地でも、時には佐々木中のみなさんとの日々を思い出してがんばります。

ありがとうございました。 

補助教員  O 先生 

 佐々木中学校には、平成 30年３月まで９年間お世話になりました。今回以外にも過去３回勤務

させていただき、総計すると 15年間、佐々木小学校で勤務した３年間を加えると佐々木中学校区

には 18年間勤めさせていただきました。たくさんの生徒と出会い、保護者の皆さん、地域の皆さ

んからお世話いただいた日々は、決して忘れることのできない大切な思い出です。私の抱く佐中生

のイメージは、体育着の色の通り、曇りなく澄み渡る青空です。佐々木中を離任することはとても

寂しい思いがいたしますが、常に前進しつづける佐中生に負けないように、私も新たな道に前進し

ていきます。保護者、地域の皆さんにはいつも気軽にお声をかけていただきありがとうございまし

た。感謝の気持ちでいっぱいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 ２月 11日（日）に、市役所札の辻広場で行った「１年生 佐々木 PR大作戦」については、「学

校だより第 18号」でも詳しくお伝えいたしました。活動後に、保護者の皆さまや地域の皆さまか

らたくさんのご感想やご意見をいただきました。ありがとうございました。 

 １年生は、そんな感想や意見を読み、次年度の新たな活動への意欲が湧いているようでした。 

《保護者や地域の感想・意見（一部）》 

  

 

 

 

 

 

《生徒の感想》 

１年 TM  「これからも続けてください」という感想もあり、来年度入学してくる１年生に私た

ちの活動を引き継いでほしいです。「良かったよ」とか「声か大きくてよかった」といって褒めて

くださる言葉がたくさんあり、PR大作戦の活動をやってよかったと思いました。佐々木にしかな

い魅力に気付かされる活動でもあり、佐々木中にしかできない活動だと思うので、これからもこの

活動が続いていってほしいです。 

１年 IM  「感動した」という声が多かったので、うれしいです。感想や意見を読み、自分たち

の取り組んだことの良さが改めて分かりました。初めての挑戦で分からないことだらけだったけ

ど、温かい言葉をたくさんいただき、これからもがんばろうと思いました。地域活性化については

まだまだ課題がたくさんあると思うので、これからも考えていきたいです。 

１年 OT  「笑顔」「元気」などの言葉をいただけて、よかったです。僕たちが取り組んだこの

活動を、違うかたちのイベントであってもいいので、新しい１年生がイベントをやってくれたらい

いなと思いました。これからも、交流を深めるために、地域の人に会ったら欠かさず挨拶をしてい

きたいです。 

１年 SH   私たちがこのプロジェクトに取り組んだことを、地域のみなさんから感謝してい

ただけたと知り、改めて「やってよかった」と思いました。感想からは、「元気がいい」「笑顔がい

い」と誉めていただきました。私たちは、実行力だけでなく、表現も豊かで、誰とでも自然に接す

ることができるキセキの学年（仲間たち）なんだなと思いました。今回の活動を誇りに思い、次へ

ジャンプしていきたいです。来年度の１年生にも、地域活性化に向けて何かに取り組んでほしいで

す。 

１年 IK   イベントの事前準備やイベント当日に私たちの活動を励ましてくれた皆さんに

「成長した」「積極的でよかった」と言ってもらえて、とても嬉しかったです。感想の中にありま

したが、「本当は、毎日の生活の中で、自分の住んでいる佐々木が大好き、いい所だよね！などと

思う気持ちが大事」という言葉を大切にしていきたいです。 

１年 GS   感想や意見を通じて佐中生をとてもほめていただいて、誇りに感じました。イベン

ト当日には、佐中生ならではの良さをいろいろな人に発信でいたんだなあと、感想を読んでいて安

心しました。「佐中生の笑顔がすばらしい」という感想があり、みんながしっかり交流ができてい

てえらいなあと思いました。 

１年 YK   今回の企画に感動してくださった人がいて、僕もこの活動をしてよかったと思い

ました。積極的に活動することで喜んでくれる人がいてくれるならば、来年度の１年生にも地域活

性化を考える活動をしてほしいと思いました。 

 

佐々木 PR大作戦について地域や保護者の皆様からたくさんの感想をいただきました。 

〇大きな声で接してくれていました。おにぎりもおいしかった。 

〇生徒たちの笑顔にびっくり。積極的な交流でした。 

〇元気にチラシを配っている姿を見て、誇らしく思いました。 

〇女子生徒のしっかりした話しぶりに感心しました。 

〇生徒たちの有意義な活動は地域の大人を覚醒させてくれます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

来年度も佐中生の「元気と笑顔の輪」を広げよう 

３月５日 卒業コンサート 

３月５日 同窓会入学式 

卒業生と K用務手さんの記念撮影 

３月 12日 陸上部グラウンドで部活動 

１年生 家庭科で刺繍 

２年生 英語でプレゼン 

３月 19日 ２年生修学旅行先の商人体験での「お米」の包装作業 


